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第４章 具体的な取組み 
 

前章の行動目標に基づき、次の具体的な取組みを進めるための項目は、次のと

おりである。 
 

1．日常的な事務・事業の効率化の取組み 

 

（１）物品の購入にあたっての取り組み 
物品の購入にあたり、環境への負荷が少ない製品等を購入することで、環

境負荷の低減に努めます。 
    
 

 
優秀賞 坂梨小学校６年 松田 弥菜さん 

 
①用紙の購入 
・コピー用紙、トイレットペーパー等は、エコマークやグリーンマークな

どの環境ラベル等の環境負荷の少ない製品の調達に努めます。 
 
②文具・事務用品の購入 
・エコマークや環境ラベル等の環境負荷の少ない製品を優先的に購入しま

す。 
 ・回収システムの確立している製品の購入に努めます。 
・詰め替え、注ぎ足し可能な製品の購入に努めます。 

③電気製品の購入 
・電気製品は、エネルギー消費効率の高い省エネルギー型の製品を購入し

ます。特に、 OA 機器(コンピュータ、ディスプレイ、プリンタ、ファ

クシミリ、複写機、複合機、スキャナ)は国際エネルギースターマーク

が表示されている製品及び国の推奨リストに記載されている製品の調

達に努めます。 
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④公用車の購入 
・公用車の使用実態等を精査し、計画的にエコカーの導入を図ります。 
・低公害車の購入に努めます。 

       (低公害車････････ハイブリット車・電気・メタノール・天然ガス) 
 
 
（２）用紙及び電気等使用にあたっての取組み 

電気、燃料等の使用にあたり、徹底的に省資源化を推進し、温室効果ガス 
を削減を図ります。 
 

 
 

 
 優秀賞 碧水小学校５年 斉藤 南海さん 

 
①用紙使用（購入）量の削減 

   ・両面コピーの徹底や、縮小コピーの効率的使用を図ります。 
    ・不要紙の裏面利用(内部資料)の徹底をします。 
    ・同じ資料は、共用ファイルを作成します。 
   ・ファイリングシステムを推進します。 
   ・会議では、できるだけ封筒を配布しないこととします。 
   ・ファクシミリは送付書を省略し、送受信者等は余白部分を利用するよう 

に努めます。 
・ポスター、カレンダーの裏面利用を徹底します。 
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②電気使用量の削減 
 ・業務上やむを得ない場合を除き、原則として始業前、昼休みは廊下を含 

め消灯します。 
 ・晴天時などの場合で、廊下や窓側において十分な照明が得られる場合は

消灯します。 
 ・夏季は、暑さをしのぎやすい軽装を推進(クールビズ)します。 
 ・冬季は、重ね着をするなど着衣を調整し暖房温度を抑制します。 

   ・OA 機器等は、こまめに電源を切るものとし、昼休みのコピー機、プリ 
ンター等の電源は切断します。 

・ 待機時に電力を多く消費する機器については、1 時間以上使用しない場

合はコンセントからプラグを抜くなど待機電力消費の削減を図ります。 
 
③水道使用量の削減 
・日常的な節水を徹底します。 
・水道使用時には、こまめに水を止めるなど、日常的な節水に努めます。 
・トイレ使用等における節水を徹底します。 
・日頃から水漏れの点検を行います。 

 
（３）廃棄にあたっての取組み 

分別を徹底し、ごみの発生を抑制します。また、資源として有効活用でき

るものは、徹底してリサイクルを図るために４Ｒ*3の実践に努めます。 
 

 

 
優秀賞 碧水小学校５年 津草 仁美さん 
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①廃棄物発生の削減 
    ・資源ごみ分別を徹底し、リサイクルを推進します。 
    ・クリップ類、輪ゴム等については、回収ボックスを設置し積極的に再利

用します。 
    ・ファイル、フォルダー等は再利用します。 

・使用済みの封筒は、再利用します。 
 
   ②再資源化の向上 

・書類、新聞紙、段ボール、雑誌等の再資源化を図ります。 
       ・文書を破棄する場合は、中身をチェックしてなるべく再資源化を図り 

ます。 
    ・不要となった備品等の再利用を促進します。 

 
*3４Ｒとは 
☆リデュース（ごみを根本から減らす～資源の無駄遣いを減らす） 
☆リユース  （ものを大切に使い続ける～繰り返し使う） 
☆リサイクル（資源として再活用する～不要品を再生利用する） 
☆リフューズ (抑制する～大量生産・大量消費・大量廃棄のライフスタイルをみなお

す） 
 

 

 
優秀賞 乙姫小学校４年 高橋 明香里さん 
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 ２．新しい施策の取組み 
 
阿蘇市総合計画など様々な計画の策定(見直し)を実施する場合には、地球温

暖化防止を十分に考慮し策定します。また、公共施設の新築・改築などの機会

においては、新エネルギーを積極的に導入し、有害物質の発生抑制や温暖化効

果ガスの削減に貢献するだけでなく、エネルギー供給源の多様化及び循環型社

会の形成を図っていきます。 
 

 

 
 優秀賞 山田小学校４年 麻生 京伽さん 

 
（１）公共建築物の建築の取組み 

公共建築物等の計画にあたっては、電気や上水道の使用料削減のため、自 
然エネルギーの活用や省資源、省エネルギー型設備･機器の導入など環境へ

の負荷の削減や資材の再利用、リサイクル化に努めます。 
・温室効果ガス排出量の少ない燃料を使用する設備の導入に努めます。 
・省エネルギー型設計の採用により、建築物の省エネルギー化を 
進めます。 

       (複層ガラスの導入や自然採光を活用した設計) 
・省エネルギー型照明機器の導入に努めます。 

(節電器具・節水器具の導入) 
・CO2 吸収などに効果のある敷地の緑化を積極的に推進します。 
・太陽光発電、太陽熱温水器等の導入に努めます。 

 
（２）循環型社会の形成の取組み 

・バイオマス発電・廃棄物発電施設など新エネルギーの導入に努めます。 
・廃棄物の燃料化や堆肥化の導入に努めます。 
・森林の保全活動を図ります。 
・環境保全型農林水産業の導入に努めます。 




